
本日の予定

①講義 標準偏差とは

②実習 標準偏差



平日の家庭学習時間
名前 時間（分）
Ａさん 120
Ｂさん 0
Ｃさん 60
Ｄさん 30
Ｅさん 150
Ｆさん 90
Ｇさん 60
Ｈさん 120
Ｉさん 90
Ｊさん 60

統計情報

平均 78
標準誤差 14.28285686
中央値 （メジアン） 75
最頻値 （モード） 60
標準偏差 45.16635916
分散 2040
尖度 -0.365175482
歪度 -0.117213735
範囲 150
最小 0
最大 150
合計 780
標本数 10

標準誤差率（％）＝１８．３１１５

データのバラつきが大きいと
標準誤差率が大きくなる



名前 身長（ｃｍ）

Ａくん 165
Ｂくん 160
Cくん 162
Dくん 170
Eくん 172
Fくん 165
Gくん 158
Hくん 174
Iくん 168
Jくん 167

男子の身長
統計情報

平均 166.1
標準誤差 1.629246588
中央値 （メジアン） 166
最頻値 （モード） 165
標準偏差 5.152130088
分散 26.54444444
尖度 -0.830862176
歪度 -0.065686641
範囲 16
最小 158
最大 174
合計 1661
標本数 10

標準誤差率（％）＝０．９８０８８

データのバラつきが小さいと
標準誤差率が小さくなる



データのバラつきが大きいと
標準誤差率が大きくなる

標準誤差率を５％以内に収めるために，
アンケート回答数を多くする必要がある

どの程度データのバラつきがあるか
知ることができると便利

標準偏差を使う



偏差とは

各データと平均値との差

標準偏差とは

データのバラつき具合を
数値化したもの

標準偏差＝ （各データ－平均値）²の合計
データの数



標準偏差 大＝バラつき 大 標準偏差 小＝バラつき 小

標準偏差とデータのバラつきの関係



平均値が５０，標準偏差が１５の時

５０ ６５３５

平均値から±１５の間に
全体の３分の２（６８％）の
データが収まっている



平日の家庭学習時間

名前 時間（分）
Ａさん 120
Ｂさん 0
Ｃさん 60
Ｄさん 30
Ｅさん 150
Ｆさん 90
Ｇさん 60
Ｈさん 120
Ｉさん 90
Ｊさん 60

統計情報

平均 78
標準誤差 14.28285686
中央値 （メジアン） 75
最頻値 （モード） 60
標準偏差 45.16635916
分散 2040
尖度 -0.365175482
歪度 -0.117213735
範囲 150
最小 0
最大 150
合計 780
標本数 10

標準誤差率（％）＝１８．３１１５

平均値に対して標準偏差の割合が
大きい時は，データのバラつきが大きい



Excelを用いた標準偏差の求め方

「統計」から『STDEVA』を選択



OK



Excelによるエラーバーの付け方

平均「ＡＶＥＲＡＧＥ」と標準偏差「ＳＴＤ
ＥＶＡ」を算出したら
２～４１行目を右クリックで非表示にする



Excelによるエラーバーの付け方

①科目と平均点
をエリア選択

②挿入
③これを選ぶ



①現代文のグラフ
を左クリックで選択

Excelによるエラーバーの付け方

②「＋」を選択→「誤差範囲」
→「その他のオプション」



②正と負の値に
「＝Ｂ４３（標準偏差）」を選択

Excelによるエラーバーの付け方

①「ユーザー設定」→
「値の設定」



①標準偏差を求める
「挿入」→「関数」→「統計」→
「ＳＴＤＥＶＡ」を選ぶ

スプレッドシートによる標準誤差率
の算出方法



挿入

ＳＴＤＥＶＡ

スプレッドシートによる標準誤差率
の算出方法



①２～４１行目
を非表示

スプレッドシートによるエラーバーの付け方

④縦棒グラ
フを選択

②このエリアを選択

③グラフの挿入



スプレッドシートによるエラーバーの付け方

①カスタマ
イズを選択

②系列を選択

③現代文を選択



スプレッドシートによるエラーバーの付け方

①誤差範囲を選択

②種類は「一定」、値は現代文の標準偏差「14.4」を入力
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